
生物多様性環境にイイこと、プラス。

生物多様性 自然共生社会を構築するために
私達の生活は、さまざまな「生物多様性」の恵みをいただいて成り立っています。ユニーでは、商品を通して生物多様性の恵みを
お客様にお届けしています。
そしてお客様がこうした商品を購入してくださることで「生物多様性」を守ることに繋がる、そうした取り組みを進めています。
また次世代を担う子ども達が体験を通して、「私達はいろいろな生き物と一緒に生きている」ということを学ぶ環境学習を行っています。

自然共生社会

命と暮らしを支える生物多様性

生物多様性を守る取り組み

　コーヒーは熱帯・亜熱帯の森で栽培されています。森は、
たくさんの生き物の棲かであり、二酸化炭素を酸素に変える
重要な役割を担っています。
　サスティナブルコーヒーは、森とコーヒー栽培が共存できる
ように環境基準を守り、生態系を保全し、適正な価格で取り
引きされているコーヒーです。そして、地球の未来、人々の未
来がより良くなることを目指しているコーヒーです。世界的な環
境認証団体により、お墨付きの「認証ロゴ」が与えられ、一

般のコーヒーと見分けられる
ようになっているので、消費
者にはぜひ購入して味わ
い、香りを楽しむとともに、
森や生き物のことを考えて
いただきたいと思います。

珈琲工房ひぐち
樋口 精一さん

■ 森の町内会
　森を守るために間伐し、その費用を環境評価とし
て価格に反映させた紙を選んで使うことで、森林保
全に貢献する活動です。ユニーは2013年の環境レ
ポートなどの環境関連印刷物に7,286㎏の森の町内
会「間伐に寄与する紙」を使
用し、長野県の0.47haの間
伐に貢献しました。

サスティナブルコーヒー

　商品の容器や詰め替え用の袋といった資材はプ
ラスチックでできています。通常プラスチックは石油
を加工することで生産されますが、その石油は限られ
た資源であると同時に焼却時にCO2を排出します。

　Style ONEの柔軟剤、液
体洗剤類の包装資材をサトウ
キビ糖蜜由来のプラスチックを
使用することで、枯渇が懸念
される石油の使用量を抑制す
るとともにサトウキビの育成段
階における光合成によって
CO2の発生を相殺する「カー
ボンニュートラル」を実現して
います。

グループ商品企画部
チーフバイヤー
千葉 哲志

■ 森の命を守る（キリン水源の森保全活動）
　ユニーはエコ・ファースト
企業のキリンビールやライオ
ンとの共同企画でお客様と
一緒に植樹活動を行いまし
た。木を植えた後に手を入
れることで森林を健全に保
全できることを学びました。

環境配慮商品eco!on

バイオマスプラスチック
製容器の柔軟剤

サスティナブルコーヒー

ご飯

牛乳

コーヒー

サーモン

野菜

サポート
●生息地
●栄養
●水
●土壌の
　形成

緩和作用 ●気候変動を緩和　
●害虫・病気・汚染を制御

供給作用 食料・繊維・燃料・淡水・遺伝子・
資源の供給

文化的
効用

精神・宗教的価値・知識・教育・
インスピレーション・
レクリエーションや美しいものの提供

エコ野菜

種の多様性
いろいろな生き物がいること

生態系の多様性
海や川、森、里、さまざまな自然があること

遺伝子の多様性
同じ種でも個体差があること

食品リサイクル～命をつなぐ環
食べられなかった食品残さを原料にした堆肥を使い、微生物
やミミズが生きている健康な土壌で野菜や米が育てられてい
ます。 サスティナブルコーヒー

生産地・
生産者

一杯の
コーヒーから
地球環境を
考える

焙煎加工

輸入スーパー等で
販売

母牛が子牛のためにつくったお乳を分
けてもらいます。

魚の水揚げ・加工・物流・包装
全ての工程で環境に配慮して
製品化しています。

サスティナブル
コーヒー

バイオマス
プラスチック

リサイクル
トイレットペーパー

店舗から発生した食品残さ
を熱処理機搭載のトラックで
一次処理しながら運搬しま
す。堆肥場で発酵させます。

ヒラテ産業

堆肥で栽培

運搬用
トラック

JAグループと進める
食品リサイクル

生 産店 舗

アピタ安城南店
特設売場で販売

ヒラテ産業堆肥場

JAあいち中央

環境に配慮した農園
は、生物多様性の保
全に貢献し、働く
人々のくらしを支え
ています。

生産履歴が明確で安
心・安全な生豆を、生
産者との持続可能な
関係で取引をします。

消費者が購入することが、環境保
全・社会貢献につながります。

環境に配慮し
た製造に努め
ています。

熱帯雨林の下で栽培するシェイドグロウン農法。ジャング
ルの木陰で育てたコーヒーは、虫やカエルの生きるジャン
グルの環境を守ります。

アトランティックサーモン

　地球が誕生して以来、長い時間をかけて私たち人間を含めたさまざまな生き物が生まれ、つながり
合って生きてきました。その生物多様性がもたらす恵み「生態系サービス」によって、私達の命や暮ら
しは支えられています。生物多様性条約では、この生き物のつながりを3つのレベルに分類しています。

　ユニーの売り場に並んでいる食品は「生物多様性の恵み」です。生物多様性を身近なことに感じ、「私達は生き物の命をいただいて生きている」
こと、自然環境やそこで生きる生き物を大切に守ったうえで生産された食べ物を選ぶことで、生物多様性に貢献することを伝えることが私達の務
めです。

テーブルの上の生物多様性

　次世代を担う子ども達に、身近な生き物とふれあうことで命を育む食べ物のことや、いろんな生き物と一緒に生きていることを体感する環境学
習を行っています。

いろんな生き物と一緒に生きる

森を守る活動

生物多様性を利活用した商品

■ 生物多様性の危機
　地球上に3,000万種の生き物がお互いにつながり合って生きている生物多様性ですが、人間の活動
が原因で毎年4万種が絶滅していると推定されています。その要因は、①開発・乱獲により自然を破壊
している、②里地里山などに人間が手を入れなくなった、③外来種の持ち込み、化学物質の排出などで
生態系を撹乱した、④地球温暖化の影響、が挙げられています。

　生物多様性は、私達に見えないところで恵みをもた
らしてくれています。例えば、私達が生きるために必要
な酸素は植物によって作られ、汚した水は微生物によっ
て浄化されています。
　こうした恵みを与えてくれる生物多様性を守って作ら
れた食べ物や製品を選んで購入することで、お客様は
生物多様性に貢献することになるのです。ユニーでは、
商品を通して生物多様性の恵みを「供給作用」を通し
てお客様にお届けしています。

■ 日本モンキーセンターキッズズー
　子ども達に「生き物の命」と触れ合うこ
とを体感するイベントを公益財団法人日本モ
ンキーセンターとの協働企画としてエコ博で
開催しました。カメやハムスターと触れ合
い、いろいろな生き物と一緒に生きているこ
とを感じました。

大きなリクガメ 小さな命に触れ合う

■ 名古屋港水族館
　ユニー本社の地元にある名古屋港水族館と
コラボレーションし、移動水族館を開催しまし
た。アカウミガメに触れたり、海の生き物に関
するクイズ大会などを実施し、海に生きる生き
物を知り学びました。

ウミガメに触れ合う 海の生き物クイズ

■ 愛知県水地盤環境課　三河湾の生き物
　愛知県との共催で、三河湾の生き物と
の触れ合いを通して、地元三河湾をもっ
と知ってもらう活動を行いました。

三河湾の生き物と触れ合う

■ 農業体験
　食品リサイクルループによる食品循環資源で作った堆肥で栽培した作物の収穫体
験を実施しました。堆肥が発酵する時の臭いや熱を体感するとともに、堆肥で育て
た野菜の畑にはミミズやカエルが生息していることを確認しました。

　子ども達がお買い物に訪れるアピタの店でエコ博を開催し、生き物の命にふれ、「みんな大切な命」について学びました。

食品リサイクルの堆肥に触れる 大根収穫（JAあいち海部） 芋ほり（JAあいち中央）

■ なごや環境大学インタープリター養成講座
　伝える人（インタープリター）として、魚やミツバチ
の生きている場所を訪ね、魚をさばいたり、蜜を収穫
することで、生き物の恵みをいただいていることを体感
し、家族や友達に伝えることを学びました。

ミツバチの巣から蜜を収穫 魚をさばく

森の町内会ロゴ キリン水源の森保全活動

エコ博　お店で生き物と触れ合いました
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